
 
 

 ２学期は運動会を控えている学校が多いと思います。今月は運動会に向けてクラスをつなげる方法の提案

と、タイプ別教師の特徴、７つのタイプ別“支援が必要な子どもの輝かせ方”について紹介します。 

 

イベントを利用してクラスをつなげる 

 

人は共通の目標に向けて努力していくことで仲間としてのつながりを深めることができます。せっかくそ

こにある壁をクラスの成長に使わない手はありません。例えば運動会であれば、 

①必勝法に関する情報収集や練習の仕方の相談を話し合いで考えさせる 

②進歩状況の管理やビデオ撮影による客観的な評価を行う 

③リーダーからの語りかけの場を作る等 

 その時の担任のチェックポイントは 3つ。 

 

 

 

 

 できる限り子どもたちが主体的に取り組めるように支援することが担任の役割です。暑い時期での運動会

練習で子どもたちもイライラしがちです。効率よく目標に到達させるためにも、子どもたちに考えさせて決

めさせることができれば、クラスが一致団結。きっと思い出に残る運動会になるでしょう。 

 

タイプ別 教師の特徴 
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わとく地域支援センターだより 
 

①ゴールがシンプルに見えているか 

②ゴールに向かう手立てを具体的に持てているか 

③少しだけハードルが高いか 

 

積極的 

○自主性を重んじる             〇規律・しつけを重んじる。 

○小さいことはそれほど気にせず、      〇介入場所の見過ごしが少なく、低 

切り替えが早い               学年だとよい場合が多い 

    ▲子供が見えていないことがある       ▲強権的になりすぎると、自分で考 

ゆ    自分のペースで進めていることに       えられる年齢には向かず、反発を   几 

る    気付かない                 生むことがある          帳 

や                                           面 

か   〇子ども主体を重んじる           〇子どもに寄り添うことを重んじる 

    ▲一見仲良しに見えるが、子どもの      ▲「ここぞ」という時の判断力が弱い 

     召使になりがち              ▲気持ちを込めて関わることが裏目に 

    ▲自分に対する評価が甘め           出て、やってあげすぎてしまう 

     子どもから下に見られていても 

    「私には本音を出している」と信じ、 

     自分の価値観を変えないことがある        

                    受容的        裏ページ 参考文献より 

参考文献 



７つのタイプ別 “支援が必要な子どもの輝かせ方” 

（１）キレやすい子 

キレやすい子はそもそも行動を禁止・制御すること自体が苦手です。また、感情を言語化することが苦手で

す。特に、悔しい、もどかしい、情けないといった感情言語を整理できていない場合が多く、「あの子ズル

い」「あいつムカつく」「あの子が〇〇したせいだ」と外向きに気持ちの整理をする癖がついています。人の

せいにするのではなく、「悔しかった」などの自分の感情を表現する指導を丁寧に行うことが大切です。 

（２）授業中の他児妨害がみられる子 

授業中にふざけてしまう子どもがクラスにいると、どうしても注意してしまうことが多くなります。叱る前

に、その子に学習のつまずきがないか確認します。もし、読み書きの困難さや学力の 

低さが背景にあるのだとすれば、授業妨害を叱っても根本的な解決にはなりません。 

したがって注意するよりも前に学習支援を行う必要があります。 

（３）姿勢が崩れやすい子 

姿勢を保つだけの身体感覚が十分に育っていないケースがあります。「意欲に欠ける」「態度が悪い」といっ

た誤解を受けることが多いので注意が必要です。治そうとするよりも、姿勢が良いときに「姿勢が良いよ」

と声をかける方が教師の意図が伝わります。わかったら全員立ち、隣の友達と話し合い、終わったら座る…

といった姿勢転換の場面を授業中に設定するのもよい方法です。机や椅子の高さを調整する事も大切です。 

（４）何度叱っても同じことをする子 

同じ間違いを繰り返す子どもの多くに共通してみられるのはワーキングメモリーのつまずきです。「〇〇し

ようね」と言われたその時は分かるのですが、少し時間がたつとすぐに忘れてしまいます。長い説明、たく

さんの言語指示は好ましくありません。守るべきルールを限定し、指示内容を複雑にしない。叱るのではな

く、行動を一度止めて「伝え方が悪かったから、もう一度言うよ」と確認しなおします。 

（５）行動が遅い子 

どうしても出足が遅い子がいます。そんな時は自分から動きたくなるような環境作りを進めます。例えば、

クラス全体で「時間貯金」に取り組むというのはどうでしょうか？「今から 5 分で片づけをします」と指示

し、「５ふんよりも早く片づけができたらその時間は貯金します」と続けます。コツコツ貯金した時間が 1

時間分貯められたところでお楽しみ会を開くなど。いずれにしても楽しみながら取り組めることが鍵です。 

（６）人が傷つくことを平気で言う子 

相手の端緒や家庭の事情など、人が言われて傷つく言葉をズバズバいう子の場合、相手の気持ちに立つ事が

難しい場合があります。その場合、①今、何をしたか（言ったか）②何を期待して行動したか 

 ③それなら、こうするべき（言う）べきだ のように三段構えで望ましい行動を伝えていく 

と良いと思います。他にもソーシャルスキルをイラストにして伝える方法もあります。 

（７）お試し行動が激しい子 

教師をからかったり、注意を引くような行動を繰り返したり…。教師の動揺を誘うような行動を「お試し行

動」と呼びます。「なんで〇〇しなきゃいけないんですか？」などもこれに該当します。教師の心を揺さぶ

る気持ちと、「ここまでやっても先生は見捨てないよね」という愛情確認の気持ちが込められているので完

全に遮断すると信頼関係が築けなくなります。少しは揺さぶりに乗って上げ、それでも教師としての譲れな

い一線を崩さないという方針を貫くようにします。 
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